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学校教育目標 

『勇気ある子ども』（全体目標） 

〇「自分で考える子」（知） 

〇「思いやりのある子」（徳） 

〇「たくましい子」（体） 

   子どもの問題解決力を高める 

校長 丸 岡 哲 也  

 

 21 日（木）、二学期を迎えました。朝の会から１時

間目の始まりにかけての様子を見ていると、久しぶり

に友達と会える喜びがあふれていました。夏休み中、

子どもたちが元気に登校できる環境を整えていただ

き、ありがとうございます。 

 二学期早々、始業式で、学習や学びについてお話を

しました。授業では、自分で考えようとする態度や考

える力が付いてきています。その先に、「自分で、自分

たちで解決する、考えをまとめるところまで行こう！」

という意識をもって、学習を進めてほしい。考えのぶ

つかり合いがあってもいい。教師は、子どもの多様な

解決やひとまずの解決をみとり、 

 ① 順序立てて整理する 

 ② 別の視点を与える 

 ③ 根拠の明確さを求める 

 ④ 揺さぶる 

などの支援をして、子どもの問題解決力を高めていく

授業づくりに努めます。 

メディアとのつきあい方⑤ 

５ 長時間視聴が子どもにもたらすもの 
(3) 視力の低下 

 メディアを長時間近くで視聴することは、近視の原因となります。特に、スマートフォンやタ

ブレットを 30 ㎝以下で見ると近視が進行することが分かっています。近視には、眼を休めて遠

くを見ると治っていく仮性近視もありますが、目が成長して眼軸が長くなると一生元に戻らな

い近視になります。小学校低学年から近視が始まると、将来強い近視になり、失明につながる緑

内障や網膜剥離のリスクが高まります。 

(4) メディア依存 

 人格形成期にメディア依存に陥り、そのまま成長して大人になると、依存症になりやすい人格

が形成され、治療が困難になります。依存症に陥る背景として、幼少時に家庭環境に恵まれなか

ったり、虐待を受けたりした方が多いと確認されています。依存症は、安心して人に依存できな

いために自分の生きづらさをごまかしている状態だといいます。メディアの問題を抱えている子

どもは、人と遊ぶ楽しみを経験する機会が少ないために、人との関係の中で安心感を得にくくな

り、人とのやり取りを介さないメディアを見ることで、安心感を得ようとします。その結果、メ

ディアに依存するようになります。 

出典：１人１台時代のメディアのつきあい方ガイドブック 

（令和６年２月宮城県教育委員会） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事等 フ 放 新地バス 明和バス

1 月
全校朝会※避難訓練予備日
1年読み聞かせ

放
14:45
15:30

14:45
15:30

2 火 特6日課 クラブ⑤
13:50
14:45
15:30

14:45
15:30

3 水 放
14:45
15:30

14:45
15:30

4 木 🦷 ふ
14:45
15:30

14:45
15:30

5 金 4年社会科見学学習 放
14:45
15:30

14:45
15:30

6 土 幼児センター運動会

7 日
後P連研究大会･子育て研修会
(喜茂別)

8 月 特5日課 13:50 13:50

9 火 特5日課 13:50 13:50

10 水 特5日課 13:50 13:50

11 木 芸術鑑賞会(ｼﾞｬｽﾞｺﾝｻｰﾄ) 🦷 ふ
14:45
15:30

14:45
15:30

12 金 特別支援教育振興会体験学習 放
14:45
15:30

14:45
15:30

13 土 恵比須神社例大祭 祭典巡視①

14 日 恵比須神社例大祭 祭典巡視②

15 月 敬老の日

16 火 特6日課 前期児童会活動⑥
13:50
14:45
15:30

14:45
15:30

17 水 放
14:45
15:30

14:45
15:30

18 木 🦷 ふ
14:45
15:30

14:45
15:30

19 金 4年ｳﾆ人工受精体験 放
14:45
15:30

14:45
15:30

20 土

21 日

22 月 2年読み聞かせ 放
14:45
15:30

14:45
15:30

23 火 秋分の日

24 水 放
14:45
15:30

14:45
15:30

25 木 ※4時間授業日 🦷 13:00 13:00

26 金 学)案内配付　5年学級レク 放
14:45
15:30

14:45
15:30

27 土 4年学級レク

28 日

29 月 放
14:45
15:30

14:45
15:30

30 火 特6日課 前期通知表配付日
13:50
14:45

14:45

読:読み聞かせ　フ:フッ化物　放:放課後学習･ふるびら塾

～８・９月の学習・生活目標～ 
学習：正しい姿勢で話を聞こう！ 
生活：友達の話をよく聞いてから話そう。 

学校の取組(1) 安心･安全な学校 

不 審 者 対 応 に つ い て 

夏休み中に余市警察署の協力を得て、不審者対応につ

いて教職員の想定訓練(侵入された場合を想定)を行いま

した。「入れないことが大前提」、初期対応の大切さ、職

員の連携など、非常に学びの多い訓練となりました。今回

の想定訓練をもとに、児童の安全を最大限に優先した、児

童が実際に学校にいる状態での訓練を今後実施します。 

« 上 記 不 審 者 対 応 に 関 わ っ て の お 願 い » 

保護者の皆様には、来校の際、必ずインターホンをご

利用いただき、次のことを確認していきます。 

お 名 前 及 び ご 用 件 

今後もご協力をお願いいたします。 

21日(木)の始業式では、校長先生からの二学期の学習

に向けたお話に始まり、児童を代表して前期児童会長本

間新汰さんによる夏休みの思い出・今後の抱負の発表、そ

して、この８月、新たに古平町に着任したＡＬＴの「イヴ

ォンヌ アンナ ウィエン」先生の紹介を行いました。子ど

もたちとともに、新たな気持ちで、1年で一番長い学期を

充実させていきます。 

校長先生のお話 

社会を明るくする運動
７月22日(火)に、第75回｢社会を明るくする運動｣古平

町住民集会が複合施設かなえーるで行われました。 

応募作品の中から優秀作品に選ばれた児童の発表が行

われ、たくさんの人たちが見守る中、表彰されました。 

続いて25日(木)には、古平町で北後志住民集会が行わ

れ、古平町の代表作品のうち、次の作品が入賞し、表彰さ

れました。 

標 

語 

金賞 ５年  山内 玲空 さん 

あきらめず またふみ出そう 何度でも 

銅賞 ２年  髙谷 麻弥 さん 

作 

文 

銀賞 ５年  真浦 美月 さん 

家族は大切に 

※古平町の入賞作品については、メールにてお知らせい

たしますのでご覧ください。 


